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京
都
は
日
本
に
お
け
る
近
代
性
科
学
誕
生
の
地
で
あ
る
。
そ
の
は
じ
ま
り
は
、
一
九
二
○
年
代
前
半
の
こ
と
で
あ
る
が
、
反
国
家
的
な
学

問
と
見
な
さ
れ
て
い
た
性
科
学
の
京
都
で
の
興
亡
の
歴
史
は
、
日
本
近
代
思
想
史
の
一
断
面
を
物
語
る
も
の
で
あ
る
。

京
都
に
性
科
学
を
創
始
し
よ
う
と
し
た
人
と
し
て
山
本
宣
治
二
八
八
九
～
一
九
二
九
）
と
安
田
徳
太
郎
二
八
九
八
～
一
九
八
三
）
の
二
人

の
名
を
ま
ず
挙
げ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
二
人
は
い
と
こ
同
志
で
あ
り
、
年
齢
は
九
歳
も
ち
が
う
が
、
山
本
が
青
年
時
代
を
カ
ナ
ダ
で
過
ご

し
た
た
め
日
本
で
の
高
等
教
育
が
遅
れ
、
学
究
生
活
は
ほ
ぼ
同
時
期
に
開
始
し
て
い
る
。
二
人
は
車
の
両
輪
の
ご
と
き
関
係
で
、
京
都
の
地

に
性
科
学
を
樹
立
し
よ
う
と
情
熱
を
傾
け
、
官
憲
に
よ
る
弾
圧
の
な
か
、
山
本
は
政
界
に
転
じ
て
暗
殺
さ
れ
、
安
田
も
失
意
の
う
ち
に
京
都

を
去
っ
て
東
京
で
診
療
所
を
開
く
こ
と
に
な
る
。
し
か
し
こ
の
二
人
の
先
駆
者
的
活
動
を
支
え
た
京
都
の
学
問
的
風
土
は
、
当
時
よ
り
現
代

に
至
る
ま
で
け
っ
し
て
失
わ
れ
て
は
い
な
い
。

こ
こ
に
「
山
本
宣
治
と
性
学
」
と
し
た
の
に
は
わ
け
が
あ
る
。
山
本
は
も
っ
ぱ
ら
性
学
と
い
う
語
を
用
い
て
い
た
の
で
あ
る
。
性
学
が
セ

ク
ソ
ロ
ジ
ー
の
日
本
語
訳
と
し
て
適
切
で
あ
る
と
い
う
こ
と
と
、
た
ん
に
医
・
生
物
学
の
み
な
ら
ず
、
社
会
学
、
芸
術
学
、
文
学
、
歴
史
学

特
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な
ど
の
領
域
も
含
む
と
い
う
考
え
か
ら
で
あ
る
。
た
だ
し
山
本
は
イ
モ
リ
の
精
子
を
研
究
す
る
生
物
学
者
と
し
て
出
発
し
た
。
指
導
者
は
京

都
大
学
理
学
部
の
川
村
多
実
二
教
授
で
あ
る
。
川
村
は
青
年
の
性
の
悩
み
に
理
解
の
深
い
人
で
あ
っ
た
。
山
本
は
同
志
社
大
学
予
科
講
師
と

し
て
生
物
学
を
担
当
す
る
に
あ
た
り
、
日
本
の
青
年
の
科
学
的
性
知
識
の
欠
落
を
解
消
す
べ
き
だ
と
考
え
、
講
義
の
大
半
を
「
人
間
生
物
学
」

に
充
て
、
の
ち
に
名
著
「
性
教
育
』
（
内
外
出
版
、
一
九
二
三
）
が
世
に
出
る
こ
と
に
な
る
。

山
本
と
安
田
の
二
人
は
、
一
九
二
二
年
に
「
性
学
読
書
会
」
を
設
立
し
た
。
会
長
を
京
大
医
学
部
生
理
の
石
川
日
出
鶴
丸
教
授
と
し
、
川

村
多
実
二
教
授
、
京
都
府
立
医
大
生
理
学
の
越
智
真
逸
教
授
、
京
大
の
木
原
均
（
遺
伝
学
）
、
駒
井
卓
（
人
類
遺
伝
学
）
な
ど
医
・
生
物
学
領

域
の
研
究
者
約
十
五
名
が
外
国
文
献
の
紹
介
を
中
心
に
討
議
を
重
ね
る
こ
と
に
な
っ
た
。
こ
の
よ
う
な
学
際
的
な
研
究
会
は
当
時
と
し
て
は

画
期
的
な
こ
と
で
あ
っ
た
。

越
智
は
性
現
象
に
関
心
の
深
い
生
理
学
者
で
、
の
ち
に
「
ホ
ル
モ
ン
」
と
い
う
著
書
で
、
こ
の
言
葉
を
日
本
の
医
学
界
に
定
着
さ
せ
た
の

で
あ
る
。
石
川
は
『
生
理
学
研
究
」
の
主
幹
で
あ
っ
た
が
、
山
本
の
論
文
「
若
い
男
の
性
生
活
」
の
掲
載
を
認
め
た
と
こ
ろ
、
東
京
大
学
生

理
学
永
井
潜
教
授
よ
り
、
掲
載
中
止
の
要
請
が
き
た
。
石
川
は
そ
れ
に
応
ぜ
ず
、
八
回
の
連
載
を
許
し
た
の
で
あ
っ
た
。

山
本
は
性
学
の
先
駆
者
た
る
に
ふ
さ
わ
し
く
、
関
連
用
語
を
い
く
つ
も
創
出
し
た
。
（
）
内
は
山
本
が
否
定
し
た
従
来
語
で
あ
る
が
、
自

慰
（
手
淫
、
自
漬
）
、
性
欲
（
淫
欲
）
、
性
交
（
交
接
、
交
嬉
）
、
性
病
（
花
柳
病
）
な
ど
で
あ
り
、
ま
た
遺
精
、
夢
精
も
造
語
し
た
。
と
く
に

自
慰
は
、
当
時
の
青
年
を
苦
し
め
て
い
た
手
淫
有
害
論
に
反
対
す
る
立
場
か
ら
生
ま
れ
た
も
の
で
あ
る
。

山
本
の
活
動
は
、
産
児
制
限
運
動
（
受
胎
調
節
）
を
始
め
た
頃
か
ら
学
園
の
域
を
越
え
て
社
会
に
ひ
ろ
が
り
、
さ
ら
に
政
治
の
世
界
に
身
を

移
し
た
た
め
、
四
○
歳
の
若
さ
で
落
命
す
る
こ
と
に
な
っ
た
。

山
本
宣
治
が
日
本
の
性
教
育
、
性
科
学
の
先
覚
者
と
し
て
歴
史
に
名
を
と
ど
め
る
に
至
っ
た
経
緯
の
な
か
で
、
安
田
徳
太
郎
と
い
う
医
師

安
田
徳
太
郎
と
性
科
学
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京
都
の
反
権
力
的
思
想
環
境
が
危
機
的
情
況
に
追
い
こ
ま
れ
た
一
九
三
○
年
代
以
降
に
も
、
性
科
学
の
火
を
消
さ
ず
に
戦
後
の
再
燃
に
つ

な
い
だ
人
び
と
が
存
在
し
た
。
紙
幅
の
関
係
で
か
ん
た
ん
に
列
挙
す
る
に
と
ど
め
た
い
。

○
太
田
典
禮
（
武
夫
）
（
一
九
○
一
～
一
九
八
六
）

京
都
府
野
田
川
町
出
身
。
九
州
大
学
卒
、
京
都
大
学
産
婦
人
科
入
局
、
子
宮
が
ん
の
研
究
に
従
事
中
、
安
田
徳
太
郎
に
触
発
さ
れ
て
産
児

調
節
（
避
妊
法
）
の
研
究
に
転
じ
、
一
九
三
二
年
、
金
製
の
避
妊
リ
ン
グ
を
作
製
、
一
九
三
六
年
禁
止
さ
れ
る
。
治
安
維
持
法
違
反
で
獄
中
四

の
功
績
を
忘
れ
て
は
な
ら
な
い
。
学
生
や
労
働
者
の
性
の
実
態
調
査
を
立
案
し
た
の
は
安
田
で
あ
り
、
調
査
用
紙
に
書
か
れ
た
協
力
依
頼
文

は
安
田
が
つ
く
っ
た
名
文
で
あ
る
。
性
科
学
と
い
う
言
葉
も
安
田
の
造
語
で
あ
る
が
、
す
ぐ
れ
た
語
学
力
で
外
国
の
文
献
を
次
々
と
読
ん
で

は
得
ら
れ
た
知
識
を
山
本
と
共
有
し
た
。
安
田
が
と
く
に
愛
読
し
た
の
は
、
イ
ワ
ン
・
ブ
ロ
ッ
ホ
（
一
八
七
二
～
一
九
二
二
）
の
『
現
代
の
性

生
活
』
（
一
九
○
九
）
で
、
人
間
解
放
の
世
界
を
開
く
書
だ
と
評
価
し
た
。
受
胎
調
節
に
し
て
も
、
医
師
で
あ
る
安
田
の
ほ
う
が
山
本
よ
り
も

高
い
関
心
を
示
し
て
い
た
が
、
山
本
が
カ
ナ
ダ
留
学
で
体
得
し
た
英
会
話
能
力
で
来
日
の
サ
ン
ガ
ー
夫
人
に
接
し
て
か
ら
、
安
田
以
上
に
精

力
を
注
ぐ
こ
と
に
な
っ
た
の
で
あ
る
。

一
九
二
九
年
、
安
田
は
哲
学
者
の
戸
坂
潤
（
一
九
○
○
～
一
九
四
五
）
や
太
田
武
夫
（
典
禮
）
（
一
九
○
一
～
一
九
八
六
）
ら
と
プ
ロ
レ
タ
リ

ア
科
学
研
究
所
京
都
支
部
を
創
立
す
る
。
翌
一
九
三
○
年
、
中
央
公
論
に
「
医
学
の
階
級
性
」
を
執
筆
し
て
、
封
建
的
な
医
局
制
度
を
批
判

し
た
た
め
、
京
大
内
科
教
室
か
ら
追
放
さ
れ
、
東
京
に
居
を
移
す
こ
と
に
な
る
。

東
京
で
は
、
青
山
に
診
療
所
を
開
設
す
る
が
、
虐
殺
さ
れ
た
小
林
多
喜
二
の
遺
体
解
剖
に
尽
力
す
る
な
ど
、
反
官
憲
的
行
動
を
重
ね
、
戦

後
は
活
発
に
翻
訳
と
著
作
の
仕
事
を
続
け
る
が
、
そ
の
な
か
で
性
科
学
に
つ
い
て
は
、
か
っ
て
の
山
本
と
共
同
で
お
こ
な
っ
た
実
態
調
査
に

も
と
づ
く
「
性
科
学
の
基
礎
知
識
』
二
九
五
○
、
世
界
評
論
社
）
が
あ
る
。

そ
の
ほ
か
の
性
科
学
京
都
学
派
の
群
像
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年
。
一
九
七
六
年
、
日
本
尊
厳
死
協
会
理
事
長
。

○
巴
陵
宣
祐
（
一
九
○
二
～
一
九
七
七
）

富
山
県
高
岡
市
出
身
。
一
九
二
六
年
京
大
医
学
部
卒
業
後
、
石
川
日
出
鶴
丸
教
授
に
師
事
、
性
科
学
、
生
殖
生
理
学
を
軽
視
し
な
い
学
問

的
雰
囲
気
に
身
を
置
く
こ
と
三
年
、
あ
と
産
婦
人
科
に
転
じ
、
大
阪
高
等
女
子
医
専
教
授
な
ど
歴
任
の
あ
と
故
郷
で
開
業
。
一
九
三
○
年
、

『
人
類
性
生
活
史
」
を
出
す
も
直
ち
に
発
禁
。
一
九
四
七
年
、
京
都
印
害
館
よ
り
復
刊
。

○
豊
島
順
二
郎
（
一
九
○
二
～
一
九
八
四
）

新
潟
県
出
身
。
京
大
医
学
部
卒
業
後
、
大
学
院
に
て
産
婦
人
科
学
の
研
究
。
前
橋
日
赤
病
院
医
長
の
あ
と
東
京
都
内
で
開
業
。
「
子
ど
も
の

性
生
活
」
二
九
五
一
、
西
荻
書
店
）
を
出
す
。
一
九
八
一
年
、
人
間
の
科
学
社
よ
り
復
刊
。

○
朝
山
新
一
（
一
九
○
八
～
一
九
七
八
）

戦
後
の
日
本
に
、
性
科
学
を
復
活
さ
せ
た
人
で
あ
る
。
京
大
理
学
部
卒
業
後
、
動
物
発
生
学
を
専
攻
。
生
殖
細
胞
か
ら
性
の
分
化
、
さ
ら

に
性
行
動
論
に
及
ぶ
『
性
の
現
象
』
（
一
九
四
八
）
を
出
し
、
性
教
育
へ
の
基
礎
と
し
た
。
一
九
四
九
年
、
男
子
六
九
三
名
、
女
子
二
八
三
名

を
対
象
と
し
た
調
査
を
ま
と
め
て
「
現
代
学
生
の
性
行
動
」
を
著
わ
し
、
大
き
な
話
題
を
呼
ん
だ
。
『
性
教
育
」
二
九
六
七
年
、
中
公
新
書
）

は
多
く
の
教
師
、
両
親
に
読
ま
れ
て
い
る
。

（
滋
賀
医
科
大
学
名
誉
教
授
）


